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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は地域計画の対象となる地域生活空間の実態を分析し, その概念化を通して地域生活空間のシ








ている｡ 即ち, 生活空間を人間の感覚や行動によって把握されうるものと, 人間の思惟, 判断, 操作等に
よって認識されるものとに分け, 前者を建築空間, 後者を地域空間と設定し, そのようにして区分された
地域空間について, その規模, 形態, 機能, 構造等に関する各類型概念について考察している｡ そしてこ
のような概念としての地域生活空間相互の関係を系 (システム) として把え, その系の総体をもって計画
とする一つの地域計画の方法を提示している｡ つづいて, このような意味での地域生活空間の歴史的発展
形態について考察している｡
第2部は, まず生活空間の一般概念が考察され, つづいて, そのような生活空間が人類の生活環境の中
でどのように位置づけられるかを人間と自然との対応関係の中で把え, さらにその発生の次元に遡って生
活空間の原機能を追跡し, かつ, 人間の生物的行動を通じてみたときの生活空間の意味内容について考察
している｡ これらの組織論的, 発生論的, 行動論的考察を通じて, 生活空間が物質, 時間及び空間の各側











第1部は国土計画に関するもので, 第 1章から第6章までは国土の実態分析を行ない, それを基に第 7
章においては国土空間をいくつかの概念空間として把え, それらの相互関係としてみた場合の国土の生活
空間構成に関する分析と考察をおこなっている｡ その結果, 国土の各相を領域型空間, 分枝型空間, 格子
型空間, 密度型空間の各類型概念として把えることができ, その各々の場合の国土における生活空間の構
成と問題点を指摘している｡ さらに従来国土の基本類型を主として領域塾として把えられていたのに対





将来の地域の姿がありうることを指摘し, それを具体的に内陸工業地開発型, 臨海工業地開発型, 住宅地
開発型, 農業レク1) ェ- ション地開発型の4つの基本概念として示し, 滋賀県湖東地域 (第1章) 及び淡




第3部は人口の高密度な地帯である大都市を中心とした大都市地方 (圏) 計画をとりあげている｡ 具体
的な事例及び問題としては, 近畿圏における住宅需要圧とその結果ひき起されるスプロールの問題をとり
あげ (第 1章), 大都市圏における交通手段の型と住宅地の広域配置の型との対応を考察し, 従来考えら
れている型以外に新たに高速鉄道と新住宅都市との結合による大都市圏における住宅地の広域配置型の可
能性と問題についての知見を示している (第 2 章)｡ さらにその場合, 具体的に京阪奈丘陵における住宅
地計画をケース ･スタディー としてとりあげ, 高速鉄道の導入による住宅地の構成が計画的に可能である
ことを裏づけると共に, その都市化の可能性と近畿圏全体における住宅供給のシェア一に関する研究がお
こなわれている (第3章)｡ 提言においては大規模な住宅地開発における開発手法として, 土地の先買制
度を先行させつつ, 計画を整備してゆく布石的開発の方法を提示している｡









つづく第5部は京都市をケース ･スタディー として行なった都市美観の保全に関する研究である｡ まず
第 1 章では京都市における歴史的都市景観及びその保全に関する現況分析を通じて, 歴史的都市景観の構


















































5) 都市における美観を, 自然美観, 文化財 (歴史) 美観, 人工美観の三つの原型の如し合せとして示さ
れるとし, その性向を分析して保全のための規制の方向を明らかにし, 風致行政における基準の考え方に
知見を提供している｡






究を通じて展開し, 地域生活空間計画によこたわるいくつかの問題を解明したものであって, 学術上, 貢
献するところが大きい｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
_479-
